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米国金融政策（2022年12月FOMC)
0.50%ポイントの追加利上げを決定

1/1

2022年12月15日

政策金利見通しを上方修正、来年前半にかけて5％超に追加利上げへ

FRB（米国連邦準備制度理事会）は12月13-14日（現地）にFOMC（米国連邦公開市場委員会）を開催

し、政策金利であるFF（フェデラル・ファンド）金利の誘導目標レンジを、これまでの3.75～4.00％か

ら4.25～4.50％へと0.50％ポイント引き上げることを全会一致で決定しました。FRB高官が会合に先駆

けて強く示唆していたように、利上げ幅は前回の0.75％ポイントから縮小しました。そのほか、国債や

MBS（住宅ローン担保証券）の保有額縮小も、計画通り実施していくことが再確認されました。

会合前日に発表された11月消費者物価指数は2カ月連続で下振れましたが、パウエルFRB議長は「イン

フレが持続的な鈍化傾向にあるとの確信を得るには十分な証拠が必要である」と指摘しました。政策金利

を「十分に景気抑制的な水準」へと引き上げる決意を新たにし、2023年中の利下げを明確に否定しました。

声明文は「誘導目標レンジの継続的な引き上げが適切」と指摘したほか、各四半期に公表される政策金

利見通しでは、2023年末中央値が5.00～5.25％へと引き上げられました。今後の利上げ幅次第とはいえ、

現時点では3月ないしは5月で利上げ休止の可能性が考えられます。政策決定内容は概ね事前想定に即して

おり、FOMC結果発表後の米国株式・債券市場は多少上下したものの、小幅な反応に留まりました。

先行きの金融政策について、FRBは今後発表される経済指標次第であることを依然強調しています。パ

ウエル議長が再三指摘したように、労働需給のひっ迫感解消が一段と進むかがポイントになりそうです。

（出所）FRB、大和アセットマネジメント

※赤枠は今回中央値、青枠は前回中央値、長期予想は前回と一致

（yyyy年mm月dd日～yyyy年mm月dd日）

FOMC参加者のFF金利見通しFF金利と米国債利回り

（出所）ブルームバーグ

※FF金利は決定日ベースで誘導目標レンジの中心値

（2021年10月1日～2022年12月14日）（％） （％） （単位）
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